
 - 67 -

第４分科会（財務・学務） 

 

会 場：ウェディングプラザ丸美 １階ルビー 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究責任者  天栄村立天栄中学校 

主  査  佐久間 修 二 

 

発 表 者  鏡石町立鏡石中学校 

主  査  箭 内 絹 子 

須賀川市立第二小学校 

主  査  有 我 典 子 

 

司 会 者  須賀川市立仁井田中学校 

主  査  熊 田 恒 子 

                        

指導助言者  鏡石町教育委員会  

                        教育課長  今 泉 保 行 様 

 

記 録 者  田村市立下大越小学校 

        主  査  遠 藤 あけみ 

三春町立御木沢小学校 

                        副 主 査  渡 邉 喜栄子 

 

 

 

学校事務の分野から提案するエコロジー・リサイクル 

～いま わたしたちにできること～ 

岩瀬地区担当



- -69

第４分科会

研究テーマ

学校事務の分野から提案するエコロジー・リサイクル

～いま わたしたちにできること～

岩瀬地区小中学校事務研究協議会

１ はじめに

岩瀬郡内には、須賀川市立小中学校と鏡石町立小中学校・天栄村立小中学校からなる小学校22校、

中学校13校の計35校がある。うち、須賀川市立小中学校は、平成17年４月１日に市町村合併により須

賀川市と長沼町、岩瀬村の３市町村の小中学校が現在の須賀川市立となった。岩瀬郡内には、岩瀬地

区事務研究協議会（以下岩瀬地区事務研）があり 「学校事務の適正を期するための実務研修」をメ、

インテーマに地区全体で「福利厚生カード」や「県内施設の地域区分表」など実務に直結することを

継続研修として行ってきた。また年度途中の所属長異動や情報公開制度の研究と実践など、個々の会

員が経験したさまざまな事務事例や研究成果を研修会で発表し、地区での共通理解を図っている。

今回の発表では会員のアンケートから、社会的にも意識の高まっている「環境保全」を取り上げる

こととなった。今日の社会問題となっている地球の温暖化、ダイオキシンや環境ホルモンなどの化学

物質による環境汚染などである。

また、全国の自治体における長期の財政的なひっ迫は、教育予算の減という形で学校にも大きな影

。 、 、響を与えている 環境保全に視点をおいた事務改善については 過去にも県大会で発表されているが

それをふまえて岩瀬地区では「エコロジー・リサイクル」が事務の改善、予算の効率的な執行につな

がるのではないかという観点から、いままで継続して研究してきた福利厚生カードにおける職員への

啓蒙をしつつ、事務職員の立場から、学校においてエコロジー・リサイクルを提案していくためには

どうしたらよいか、実践を主に研究を進めた。

２ 主題設定の理由

現在の教育課程において「豊かな心」の育成は「生きる力」とともに大きな目標である。そのなか

で、学校の施設・設備は学校教育の土台をなすものであり、児童・生徒に大きな影響を与えている。

児童・生徒、教職員を取り巻く学校施設と物品についての環境基準を研究し事務の分野から使用に向

けた提案をしていくことで、子供たちの最も身近な生活の場である学校において、まず大人が手本を

示すことにより、学校内のエコロジー（環境保全）意識が高められるのではないかと考えた。しかし

多忙化等により教職員の意識が稀薄のように思われる学校において、我々事務職員がどのように関わ

っていけばいいのか、どのように関われるのかを研究しようと考えた。

また、エコロジー・リサイクルを実行することにより、予算が年々削減されている状況の中で、計

画的な消耗品・施設・設備等の予算執行を実現し、予算の有効的な執行を図るようにする。

○研究の目的

（１） エコロジー・リサイクルの観点から、施設・設備のよりよい整備と有効的な活用を図るため

に、事務職員としてどのように関われるのか、事務職員の役割を明らかにする。

（２） エコロジー・リサイクルを実践することにより、予算を有効に執行できるようにする。
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３ 研究の内容

（１）研究体制

地区内の会員意識調査により、平成17年度分科会発表の研究課題を「エコリサイクル、エコロ

ジー、節約」に関するものに決定する。

ただ発表のための研究に終わらないような、実践を通した研究にするために全員で研究を進め

ることとした。

地区全体で研究に関わることにより、全員が実践者となるため、活動が確実で、継続できるも

のになることを期待して、４つの班を設けた。地区会員全員がいずれかの班に所属し研究に取り

組んだ。

Ａ班 意識啓蒙、自己啓発

Ｂ班 調査、資料収集

Ｃ班 リサイクル実践

Ｄ班 記録、広報

（２）研究の経過（主な内容）

年 月 エコロジー・リサイクル実践研究 その他の事例研修

15年７月 県環境アドバイザー講演会

15年９月 地区内リサイクル状況、備品等アンケート

15年10月 研修広報第１号発行 「ステップ３」報告

地区内市町村へ廃棄備品等についてアンケート 定期監査報告

第１回グリーン購入法適合消耗品購入状況調・

光熱水費環境家計簿調査

15年11月 第１回啓蒙ポスターかわらばん冬号・

暖房特集ポスター発行

16年２月 研修広報第２号発行 福利厚生カード活用状況報告

第２回啓蒙ポスターかわらばん春号発行 「ステップ２」報告

実践報告「情報公開」

異動事務

16年５月 研修広報第３号発行

第２回グリーン購入法適合消耗品購入状況調・

光熱水費環境家計簿調査

第３回啓蒙ポスターかわらばん夏号・

コピーの使い方ポスター発行
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年 月 エコロジー・リサイクル実践研究 その他の事例研修

16年７月 東北電力社員による講演会・テーブルトーク 定期監査報告

第３回グリーン購入法適合消耗品購入状況調

16年８月 第４回啓蒙ポスターかわらばん秋号発行

啓蒙ポスター活用状況調査

「 」16年10月 研修広報第４号発行 事例研修 さまざまな採用と異動

第５回啓蒙ポスターかわらばん冬号発行

第２回暖房特集ポスター発行

リサイクル備品完成

16年11月 児童生徒用かわらばん発行 講話「先輩事務職員からのお話」

いわせの知恵袋発行

17年２月 各班研究のまとめ 福利厚生カード活用状況報告

「ステップ２」報告

事例研修「寒冷地手当」

「育児休業関係」

平成15年度 研究の視点

「学校におけるエコロジー・リサイクルをどのように啓蒙し、充実を図っていけばよいか」

＜Ａ班 意識啓蒙、自己啓発＞

講演会等により事務職員自身がエコロジー・リサイクルを理解し、まわりへの啓蒙に

生かす。より効果的な啓蒙方法を探り実践する。

＜Ｂ班 調査、資料収集＞

Ａ班の啓蒙活動と連動して、資源の節約・エコロジーの実践到達度を探る。

＜Ｃ班 リサイクル実践＞

学校の中で壊れて使えなくなり廃棄される備品を「捨てるのはもったいない 「廃棄」

するにも費用がかかる」といった観点から、身近でリサイクルしやすいものを再生す

ることで、リサイクル意識の啓蒙を図る。

＜Ｄ班 記録、広報＞

各班の研究活動内容を全体で共有化するため広報を作成する。
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実践活動は各班に分かれて行われたが、研究経過は班別ではなく時系列に整理した。

15年７月

会員自身がエコロジー・リサイクルの基本的なことを知り、活動の

導入とするために、

会員対象に県環境アドバイザーの講演を行った（Ａ班）

演題「エコロジー・リサイクルの基本的考え方とその現状」

同時期に、地区内市町村教育委員会にエコ計画等について、会員が所属する市町村の教育委員会

に問い合わせを行う。 その結果 「須賀川市エコオフィス実践計画」や「須賀川市のＩＳＯ取得、

計画」など行政の情報を得た （Ａ班）。

エコ商品の知識を高めるため基準・エコマークについて研究し、各校で使用している消耗品の

リストアップとエコ商品との適合性を調べる。須賀川市グリーン購入リストをもとに各自のリ

ストを作成する （Ｂ班）。

15年９月

現段階での各校のリサイクル取組状況を調査し、その可能性を探るために、会員向けに「各

校のリサイクル状況、教材備品、管理備品等についてのアンケート」を行った （Ｃ班）。

１ 各校でのリサイクル取り組み状況を教えてください。

回答例（質問に対して具体的に項目をあげた学校のみを集計にカウントした ）。

複数あがった項目

・印刷物の裏面利用 14校 ・分別回収 ９校 ・古封筒の利用 ８校

・リサイクル商品の積極的購入 ６校 ・空き缶回収 １校 ・プルタブ回収 １校

その他

・備品等の自作（動物小屋、荷物車）

・備品の再利用（テレビ台をトイレ清掃用具釣りに。体育館舞台幕を座布団カバーに ）。

・消耗品の再利用（用紙包装紙、カレンダー等を作品送付用に利用、廃材・スポンジの利用

用紙包装紙・チラシを汚物処分に使用）

・給食の残菜再利用。

・リサイクルボックスの設置（学生服、新聞紙、チラシ、ミスプリント）

・インクカートリッジを電気店のリサイクルボックスに持って行く。

・ミスプリント防止の声かけカードの貼付。

・拡大コピー、ラミネーターなど同一市町村内での共用。

・ＥＭ作成

・なるべくものを捨てない、捨てる前に再利用できないか考える。

２ 教材・管理備品について、廃棄予定でリサイクル可能であると思われる備品の有・無。

有の場合は備品名も教えてください。

・リサイクルが可能と思われる備品（テレビ・教卓・体育館舞台幕）

アンケートの設問が各学校の取り組みを記述する方式だったために、各校の意識の差に

より集計に誤差が生じた可能性もある。
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同時期に具体的な啓蒙方法について事務職員向け、教職員向け、児童生徒向けについて、それ

ぞれが案を出しあい、啓蒙対象と方法をさぐる （Ａ班）。

＜ 例 ＞

○事務職員向け

・エコに関する法令等の情報の提供

・行政面からどのようなことができるか、教育委員会との連携などについても考える。

、 。・印刷室の機能的な使い方についてなど リサイクルしやすい環境の実践方法について考える

・光熱水費やコピー使用枚数などをグラフ化し、教職員にわかりやすく提示できるような資料

の作成と、データの蓄積を行う。

・教育課程編成の際の環境教育の内容について、エコロジー・リサイクル活動が活性化するよ

うな提案を行う。

・物品発注の際に教育的効果を考慮ながらも、品質・数量の吟味を行う。

・エコオフィスニュースの作成、定期的発行（情報発信）

○教職員向け

・印刷室、職員室などに無駄を省く工夫をして意識を高める。

・地区内で同じ内容の事務だより等でリサイクル情報を提供する。

・配付資料（おたより）を作成し配付する。

教材の選定、ゴミの分別、光熱水費・用紙の節約、コピー機・印刷機の使い方・使用済み封

筒・包装紙・空き箱の再利用術等教職員に対するものや、児童に指導してほしいことなどを

内容にいれる。

・節電・節水等について、広報・校内への貼り紙をする。

・リサイクルボックスの活用を考える。

○児童生徒向け

・若い世代にエネルギー・環境問題に親しませる方法について考える。

・児童生徒委員会等で話し合いをもち、限られたエネルギー資源を大切に有効に使うために自

分たちに何ができるかを考え実践する。

・学校や家庭でできるエコロジー・リサイクルについて掲示資料を作成し廊下等に掲示する。

・児童会や生徒会でできるエコロジー・リサイクル活動を提案する。

・委員会へ働きかけて、残さを少なくする工夫、燃えるゴミを出さない工夫など、校内のゴミ

を減量する工夫を考えさせる。リサイクル部、ＪＲＣがあればその活動計画へ組み入れる。

・ゴミの分別を徹底する習慣を身につけさせる。

「リサイクル状況、備品アンケート」及び出された会員の提案をもとに検討した結果、最初に

教職員への啓蒙活動を行うことによって、教職員の意識が高まり、間接的に児童生徒へもエコロ

ジー・リサイクルの意識が浸透し、それが学校全体へ、地域へ広がっていくことを理想として、

平成15年度は教職員への啓蒙を主に行うこととした。

15年10月

学校で備品のリサイクルをするにあたって、備品本来の機能では使用できないものについて

行政ではどのように考えているか、また本来の機能以外にリサイクルの可能性を探るために、

地区内５市町村に対して「廃棄備品のリサイクルについてのアンケート」を行った （Ｃ班）。

その結果については次のようになった。
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１ 「廃棄承認を受けた備品を使用できる部品のみをリサイクルし、形状を変え、別の用途

に使用することは可能ですか？」

（１）可能である ３市町村

（２）条件付きで可能である ２市町村

（３）不可能である ０市町村

＊15年10月当時 ５市町村（４）その他 ０市町村

２ １で「 ２）条件付きで可能である」とお答えいただいた場合のみご記入ください。（

条件付きで可能な場合、どのような手続きをすればよろしいですか？

○ 廃棄の手続きをするのではなく、分類換え（物品をその属する分類から他の分類に移

し換えること）の手続きをすれば可能と思われます。

○ 公共用品であった形跡が明確に残ってしまう場合は「廃棄承認済」と表示のこと。

○ 形状を変えるということではありませんが、再生可能であれば、公売なりの方法で第

三者に譲渡は可能です。しかしながら、事例はありません。

３ １で「 ３）不可能である」とお答えいただいた場合のみご記入ください。（

○ 回答なし ５市町村

４ １で「 １）可能である 「 ２）条件付きで可能である」とお答えいただいた場合のみご（ 」（

記入ください。

（１）市町村内なら可能である。 ２市町村

（２）他の市町村でも可能である。 ３市町村

（３）不可能である。 ０市町村

＊15年10月当時 ５市町村（４）その他 ０市町村

５ 貴庁内における備品のリサイクル状況など、具体的な事例がありましたらお教えくださ

い。

○ 現在まで事例はありません。 ４市町村

○ 次のような事例があります。

・小学校備品「ストーブ 「ロッカー類」を同一市町村の公共施設へ配置換えした。」

・同上のものの一部を住民希望者へ払い下げした。

（公共施設への配置換えが優先という前提）

・中学校備品の「ストーブ」を他市町村へ譲渡した。

・役場備品「ロッカー類」廃品を住民希望者へ払い下げした。

・小学校プールの周りのブロックを幼稚園へ転用した。

６ その他、ご意見などありましたらご記入願います。

○ 形状を変えるには、それなりの経費を費やすため、その予算をどこから捻出するか

が課題である。

○ リサイクルのシステムを具現化していきたい。

これらの市町村教育委員会へのアンケート結果から、廃棄済備品についてはリサイクル後の使用

が可能であることから、リサイクル備品を通しての啓蒙を探ることとなった。
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地区内中学校の改築に伴う廃棄済または廃棄予定備品の中からリサイクルに適した備品を再生

し、実際に学校で使用することにした。

リサイクル可能な物品（すべて廃棄済又は破損のため廃棄予定）

ＯＨＰ台 カーテン ガスコンロ スクリーン 教室天井 スチール棚

足踏みミシン 車付きミニチェスト 車なしミニチェスト 布地椅子 木製教師用机

教室黒板 高さ調節児童用机・椅子 身長計 図工椅子 畳１枚大図工台 窓ガラス

跳び箱 長テーブル 折りたたみ机 板類 保管庫 パイプ枠のみ保健室衝立

木製テーブル 木製ロッカー

この中から、リサイクルする備品を選びグループ分けをして再生に取り組むこととした。

15年10月

岩瀬地区小中学校内の 「節約と環境保全」の意識高揚と今後の実践の可能性（100％に達し、

ない数値は、逆に実践の可能性があるとみていく）を探るために、啓蒙活動と連動して、資源の

節約・エコロジーの実践到達度を「グリーン購入法適合消耗品の購入状況調べ」と「光熱水費の

環境家計簿」で計ることとし、第１回アンケートを実施し調査した （Ｂ班）。

対象 ：岩瀬地区小中36校（15年当時現在は35校）

内容 ：各学校の消耗品（市町村費購入品）について、グリーン購入法適合消耗品の購入状況を

調査する

各学校で使用した電気・ガス・水道・灯油について、環境家計簿ＣＯ 排出量を調査す２

る

期間 ： 消耗品の購入状況調べ」15年４月～７月分「

「環境家計簿調べ」 14年10月～15年３月

15年11月

第１回啓蒙ポスター「かわらばん冬号 （エコちゃん・リサちゃん ）を発行する。」

チラシ・たより等を個人に配付する形では、その時限りになる場合が多いので、掲示資料（ポ

スター）を作成し、各学校で特定の場所に掲示し、継続的な効果をねらった。

同時に「暖房機の使い方についてちょっと考えてみましょう」のポスターをファンヒーター用、

ストーブ用に分けて発行する （Ａ班）。

.1「かわらばん冬号」 「暖房機の使い方についてちょっとNo
考えてみましょう」ファンヒーター用

 

 
   ＊ 設定温度は高すぎませんか？ 

   ＊ 出入口は開いていませんか？ 

   ＊ 教室をあける時もつけたままに 

    していませんか？ 

   ＊ フィルターの清掃はしていますか？ 

 

     ほんの少しの気配りが 

         資源の節約につながります 

【岩瀬地区事務研Ａ班作成 2003.11 ファンヒーター用】 
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     エコマーク 
 「わたしたちの手で、地球を、環境を守ろう」と 

 いう気持ちをあらわした、シンボルマークです。 

【岩瀬地区事務研Ａ班作成 №１ ２００３.１１】

冬のエコライフ５ケ条

① 教室を空けるときは、必ず電気を消す。

② 暖房機器は、適正温度を守る。
③ 水を出しっぱなしにしない。
④ 紙ゴミを減量化する。

（用紙は両面印刷、回覧・掲示等の利用を）
⑤ ゴミの分別「捨てればゴミ、活かせば資源」
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16年２月

「 」 。第２回啓蒙ポスター かわらばん春号 を発行する

（Ａ班）

.2「かわらばん春号」No

平成16年度 研究の視点

「学校におけるエコロジー・リサイクルの実践に伴いどのような問題点があり、事務職員とし

てどのように解決を図っていけばよいか？」

＜Ａ班 意識啓蒙、自己啓発＞

学校規模、事務職員の経験年数等により各学校での取り組み方は様々である。啓蒙ポス

ターの認知度を調査し、エコロジー・リサイクルの意識が学校全体、そして地域に広げる

ための工夫をする。会員の自己啓発を深めるために、一般企業からの講演を企画する。

＜Ｂ班 調査、資料収集＞

調査をすることにより事務職員の意識は確実にあがってきているが、それをどの程度

職員や児童生徒に働きかけられるか、学校内で活用されていくか。Ａ班との連携でさらに

探っていく。

＜Ｃ班 リサイクル実践＞

備品のリサイクルコスト、作成の時間等を考慮した上でも、再生するべきものなのか。

また各学校で独自に取り組んでいるエコロジー・リサイクル活動、アイディアを地区に紹

介することで、会員・学校・地域の交流が図られる。

＜Ｄ班 記録、広報＞

各班の実践状況をより詳しく知るために、研修会で各班に分かれて参加する。

16年５月

第３回啓蒙ポスター「かわらばん夏号」を発行する。同時に、コピー機の使い方を周知させコ

ストダウンを図るために 「コピーを極めよう！」のポスターを作成し配付した （Ａ班）、 。

.3「かわらばん夏号」 「コピーを極めよう！」No

＊ ゴミ減量化に向けて使用枚数削減の工夫を！
（２面・両面プリントを！）

＊ コピーは１原稿１０枚まで。
＊ スタート前にもう一度原稿の確認を。
＊ 使用後は必ず「リセット」ボタンを。

（拡大・縮小、枚数など）

ほんの少しの気配りが
資源の節約につながります。

【岩瀬地区事務研Ａ班作成 2004.6】
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グリーンマーク 
 古紙を原料とした紙製品をたくさんの人に利用し

てもらい、リサイクルの良いところをわかってもら

うためにできたマークです。 

春のエコライフ５ケ条

① ゴミの分別「捨てればゴミ、活かせば資源」
② 紙ゴミを減量化する。
（用紙は両面印刷、通知類は回覧で！）
③ 照明はこまめに消そう。
④ エコ製品を進んで使おう。
⑤ エコライフの輪を広げよう。

【岩瀬地区事務研Ａ班作成 №２ ２００４.３】
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再生紙使用マーク 
 古紙の含まれる割合や白色度を印刷物に表示する

ロゴマーク（愛称：アールマーク）。Ｒの横の数字

が古紙配合率を表します。 

夏のエコライフ５ケ条

① 水を大切に！（節水・プール管理）

② 印刷を極めよう。めざせコストダウン(^_-)-☆
（用紙は両面印刷、通知類は回覧で！）
③ ゴミの分別「捨てればゴミ、活かせば資源」
④ 照明はこまめに消そう。
⑤ エコ製品を進んで使おう。

【岩瀬地区事務研Ａ班作成 №３ ２００４.６】
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第２回「グリーン購入法適合消耗品の購入状況調べ 「光熱水費の環境家計簿調べ」を実施した。」

（Ｂ班）

期間 ： 消耗品購入状況調べ」15年12月～16年３月分「

「環境家計簿調べ」 15年10月～16年４月分

16年７月

個々のエコロジー・リサイクル実践活動とは別に、学校の外に目を向け

て一般企業での取り組み等を参考にするために（自己啓発）東北電力（株）

郡山営業職員による講演会・テーブルトークを行った （Ａ班）。

演題「暮らしの中の省エネルギー」

各学校で独自に行っている「エコロジー・リサイクル活動」の実践例を、地区全体の情報として広

め、学校全体での活動となっていくためのきっかけとなるように、資料集「いわせの知恵袋」を作成

、 「 」 「 」 、 。することとし 各学校に リサイクルの知恵 と コスト削減の知恵 の２つで 実践例を募集した

「リサイクルの知恵」では、各学校の廃棄された備品や消耗品をリサイクルして再利用している例

を紹介してもらい 「コスト削減の知恵」では、各学校のコストの削減につながる例を紹介してもら、

った。

リサイクル備品作成のために、会員が集まり作業をする。

第３回「グリーン購入法適合消耗品の購入状況調べ」を実施した （Ｂ班）。

期間 ： 消耗品購入状況調べ」16年４月～16年７月分「

「消耗品購入調べ 「環境家計簿」のデータから考察を行った。」

、 （ 、 ）データは各校の状況にばらつきがあるので 学校規模ごとに比較的安定した学校 小６校 中４校

を抽出した。

◆消耗品購入調べ

コピー用紙については平均調達率が回

、 、数を重ねるごとに上昇し 小学校98.8％

中学校96.69％とほぼ100％に上昇するこ

とができた。

更紙についても３回目では小学校

96.07％、中学校92.35％と上昇し、１

回目の8.1％、2.14％から見れば大幅な

調達率を遂げた。
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第１回 １５．４～１５．７ 第２回 １５．１２～１６．３ 第３回 １６．４～１７．７


